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	報 告 者
	クラブ　北九州ジュニアヨットクラブ

学年　中学２年　　　　　　　　　氏名　西澤　秀人

	大 会 名
	IODA　World　Championship　2012

	開 催 地
	ドミニカ共和国　ボカチカ

	大 会 期 間
	平成24年7月15日～7月26日

	セールNo
	3268
	最 終 順 位
	203位


	気温、水温、ウエアについて
	気温は日本の夏と同じくらいだが、日差しが強い。水温は日本より暑かった。

ウェアは日焼け防止に、上は長袖で下は涼しい海パンだった。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	波が2メートル程度あり、風は波に対して弱い。

傾向は、雲があると左に振れていき、晴天だと右に振れていく。

	セッティングで注意したこと
	前半は、なるべくスピードが出るように薄くセッティングしたが、後半は小さな波が出てバウに当たるので

深めのセッティングにした。

	セーリングで注意したこと
	なるべくバウに波を当てないように、体を動かした。

セイルトリムなどをして、真っすぐ走れるように心がけた。

	海上で練習したこと
	主に、ラビットスタートからスピード練習をしたり、右と左に分かれ、3分程走り、どっちが有利なのかを

調べることをした。

	実際のスベリはどうでしたか？
	上りすぎていて、波に戻されていた感じだったし、ボートバランスは気づかないうちにアンヒールをよくしていたような気がした。

	スタートは、どうでしたか？
	主に上1を狙ったが、失敗しても1番にタックをうつとほぼ成功した感じだったが、失敗するとどうすることも出来なかった。

	コース戦略はどうでしたか？
	上１スタートで失敗すると、右にしか行けなかったので、左が伸びた時は返せなくなった。

	自分より上位の選手との違いは？
	スタートのポジションが同じなのに、上位の選手はどちらが伸びても返せるようにしたり、フリーのコースどりもよく考えられていると思う。

	国内の練習で役立ったこと
	ラビットが出来るようになる練習、ラフしながらトップスピードになる練習、スタートで狭いスペースに入る練習、ラインの切り方の練習

	国内の練習で足りなかったこと
	人数が多い時のコースどりの練習

	印象に残った外国選手は？
	シンガポールの選手。その選手の技術は特別にずば抜けているわけではないけど、コースどりがものすごく上手でした。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	スタートでのラインの読みがすごく上達したと思います。

	今後の課題と目標は？
	課題は、ボートバランスの調整や有利エンドでのスピードを殺さないスタート。

	JODAへの要望
	シンガポールの選手を日本に呼んで走らせてほしい。

	その他
	素晴らしい経験をさせていただきありがとうございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
